
藤田小学校だより  ≪ 第 10 号 ≫        ① 

 ≪ 第 １０ 号 ≫ 

令 和 ３年 １月 ５日 

守口市立藤田小学校 

校 長  佐 藤  裕 宣 

 新年 あけまして おめでとう ございます～ ３学期 スタート！～  
◎ 新年丑年を迎えました。穏やかなお天気が続いた一方、首都圏では『緊急事態宣言』の再発令が検討され、大阪も、まだまだ

コロナは落ち着いてくれません。マスクの着用等、感染防止を徹底してまいります。今年一年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

◎ ２学期の終業式・３学期の始業式とも、体育館に全校児童が集まるのではなく、リモート集会

の形式で行いました。児童の顔を見ながら話をしたいのですが、今は我慢の時、児童は教室の

自席に座って６０㌅の電子黒板を通して話を聴きました。終業式、児童会からのメッセージは、代

表委員の橋本さん・山口さんが上手に発信してくれました。(右写真) 今月は毎週水曜日、運動場で

の「なわとび集会」。３分間のなわとびに挑戦です。寒さに負けず頑張りましょう。私も跳びます。 

◎ ３学期、６年生は春の中学校入学を控え、いよいよ小学校生活まとめの時期。３月１９日の卒

業式まで登校日は約５０日。仲間との貴重な時間を大切に過ごして欲しいです。５年生は最高学年になるための準備期間。１２月

には第三回セルスタ総選挙が開催され、回を追うごとにレベルアップする自主学習ノートの内容を競い合いました。まさに“切磋

琢磨”。友達同士が励まし合い競い合って共に向上しようとする姿が素晴らしいと感じました。また、廊下には児童会代表委員が

作成した家庭学習啓発ポスターが貼ってあります。１～４年生も４月の進級に向け日々の授業と家庭学習を頑

張って次の学年の準備をしましょう。１２月ある日の放課後、１年生が２年生の算数プリントをスラスラと解いて

いました。図書室前の棚に置いてある『自主学習プリント』に取り組んでいました。 “準備万端”  感心しました。 

 １２月２５日 クリーン作戦を実施  
◎ ２学期終業式の放課

後、恒例の梶中校区クリ

ーン作戦を実施しました。

６年生が梶中生と共に藤

田小周辺と校区にある公園の清掃活動を行いました。今回は、

児童生徒の密集を避け

るため、小中合同の開・

閉会式は実施せず、梶中

の生徒会や部活動キャ

プテンが各清掃場所で短く開会の挨拶をしました。（写真上と左） 

◎ 昨年度まで藤田小に在籍していた中学１年生が、少し大人

びた顔つきになり体も大きく頼もしくなって、優しく藤田小６年生

に接してくれて嬉しかったです。体操服や部活動のトレーナー、

ウィンドブレーカーで参加す

る生徒もいて、カッコよかった

です。校区の公園がすっきり

しました。お疲れ様でした。 

 １２月１日 お琴 を いただきました  
◎ 桐絃社の中島警子様（写真左二人目）から、市教育委員会教

育長室にて、お琴を贈呈していただきました。毎年、市内小学校

を訪問され、子どもたちに琴の指導と贈呈を続けておられます。 

◎ 今年度は、藤田小と八雲東小が指導を受ける予定でした

が、コロナ禍、市役所での贈呈式のみとなりました。児童を代表

して、６年生の山田陽菜さん（写真中央）が出席し受け取りまし

た。音楽の授業等で活用させていただきます。最後に、中島様、

太田教育長(写真右)と記念撮影。広報もりぐち１月号に掲載予定です。 

守口市人権啓発カレンダより … 『 できることは 人それぞれ  』 

 



藤田小学校だより  ≪ 第 １０ 号 ≫         ② 

 ３年生 韓国朝鮮の打楽器を演奏     
◎ １２月１１日と２１日、寺方南小学校の民族講師 姜尚美 先生

に来ていただき、韓国朝鮮の文化を学び打楽器に触れました。 

◎ “アンニョンハセヨ！”児童は、              チャンゴ  

事前に学んでいた韓国朝鮮の言葉           プク

で、チマチョゴリを着たソンセンニム 

と挨拶を交わした後、右のイラストに 

ある朝鮮半島の打楽器『チャンゴ』や『プク』を一人一台用意し

てもらい演奏しました。『チャンゴ』は、はじめ左手の動かし方が

難しかったようです

が、しだいに慣れて

両手で演奏し、『プ

ク』の迫力ある響きと

合わさってリズミカル

な演奏 ＝ 「サムルノ

リ」 になりました。 

 懇談期間中の算数放課後教室  

◎ 臨時休業で１２月１０・１１日の２日間となりましたが、算数

放課後教室を開催

しました。自主的に

参加し、意欲的に算

数プリントに取り組

む児童たち。見るた

びに、今後の成長を

確信します。やれば伸びる。これは確実に言えます。絶対です。

◎ ３・４年算数少人数担当の北川先生、５・６年担当の宮本先生

が中心となり、担任

以外の先生や教員

採用試験に合格した

大学生等、外部人材

の方々にもお手伝い

していただきました。 

 にじいろ認定こども園児の来校  

◎ １２月９日、来春に小学校入学を迎える園児が、手作りの凧を

持って遊びに来てくれました。広い運動場を走り回り「たこあげ」

を楽しんでいました。小学生が給食を食べている時間を利用し

て、今年度は９月から何度も遊びに来てくれています。度々の来

校ですっかり藤田小に慣

れてくれた感じ。以前、来

た時は石山(左写真)や鉄

棒でも遊んでいました。 

春の入学が楽しみです。 

 学校教育評価アンケートについて   

◎ １２月にアンケートを実施しました。ご協力ありがとうござい

ました。集計結果は追って本紙《号外》としてお示しいたします。 

◎ アンケート実施にあたって、多くの保護者の意見を聞きたい

思いから、大幅に記述欄を増やしました。結果、多くの保護者が

様々な意見を書いてくださいました。今年度、コロナの影響で運

動会が中止となり代わりに体育参観を実施しました。短い時間

ながら近い距離でお子様の様子を見ていただけた体育参観に

肯定的な意見が多かったものの、“来年はコロナ禍であっても

運動会は見たい。”という意見もあり、次年度は秋に戻して開催

の予定です。５・６年生の宿泊は、文部科学省の方針に沿って

何とか実施したいとの思いでしたが、不安に思っておられた保

護者の意見も散見されました。早くコロナの不安から開放され

た日常生活、学校生活が戻ってきて欲しい。強くそう思います。 

◎ 改善できる点は早急に対応します。励まされるご意見も多く

元気になりました。今後も、様々なご意見をお待ちしています。 

 校長より    ３学期から５・６年生の家庭科を担当する 橋詰 公美 先生です。 

◎ １２月１８日から５・６年生の授業に入っていただきました。右の写真は、５年１組で 

自己紹介の後、児童のリクエストで一瞬マスクを外した時のものです。児童から質問 

があり、好きな食べ物は「ブドウ」、好きな飲み物は「コーヒー」とのことでした。３学期 

から担任に代わって家庭科の授業を担当します。 どうぞ よろしく お願い いたします。 

守口市人権啓発カレンダより … 『 助けを 求めて  』 

 



藤田小学校だより  ≪ 第 11 号 ≫        ① 

 ≪ 第 １１ 号 ≫ 

令 和 ３年 ２月 １日 

守口市立藤田小学校 

校 長  佐 藤  裕 宣 

 緊急事態宣言中の学校生活 ～ 学びの保障 と 感染対策 ～  
◎ １月１３日、大阪府にも緊急事態宣言が再発令され、不要不急の外出自粛の日々になりました。ただ昨年４月、宣言発令で全

国一斉の臨時休業を延長した時とは違い、文部科学省は、「感染者が一人発生したことのみをもって、学校全体の臨時休業を行

うことは控え」「保健所等と相談の上、学級や学年単位などの必要最低限の範囲での休業にとどめてください」と、臨時休業の考

え方を示しており、学校は、感染対策を万全に行い、子どもたちの学びを保障していけるよう教育活動を継続しているところです。 

◎ １月２２日には、４年生と５年生が合同で音楽発表会を体育館にて行いまし

た。本来なら全校児童が集う音楽集会で披露する予定でしたが、体育館での

全校集会は学校として控えることとしました。学年練習もできず、ほぼぶっつけ

本番でしたが普段の音楽の授業の成果を元気に発揮してくれました。(右写真) 

聴く態度もよかったですし、児童が真剣に取り組む姿にジーンとしびれました。 

◎ ２月に予定していた参観は、緊急事態宣言を受け、大変残念ではあります

が中止にいたしました。学校の様子は、学校だよりやホームページを積極的に活用し、発信していきますので何卒ご了承ください。 

◎ ３月の卒業式は、昨年度、臨時休業中で全く練習が出来ない中、６年生と保護者のみの式となりました。今年度は、地域等の来

賓は招待できないものの、少しでも５年生が参加し、卒業していく６年生の雄姿を見つめ、在校児童を代表して盛大に見送っても

らいたいと内容を検討しております。６年生を送る会や卒業遠足は、感染対策を十分おこなったうえで実施する予定にしています。 

 『たんぽぽの会』 の かるた大会  
◎ １月７日、支援学級在籍児童が集まる『たんぽぽの会』で、

かるた大会をしました。

◎ まずは、しっかりと

ルール説明を聴きまし

た。今年は、ソーシャル

ディスタンスをとり、広

い体育館で1～６年生の支援学級児童が赤組と白組に分かれ

大きな絵札を取り合いました。１・２年生専用エリアを設け、低学

年にも有利な設定でしたが、やはり６年生が目立っていました。 

 大地震 を 想定しての 避難訓練  
◎ １月１８日、１年生の教室では最初に、2６年前の１９９５年１

月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」での被害の様子を見

ました。崩壊したビルや神社・高速道路、密状態の避難所など、

写真が変わるたびに驚きの声があがりました。当時、枚方市の

自宅で寝ていた私は、大きな被害はなかったものの、突き上げ

る強い揺れに跳び起

き、とっさに布団で頭を

守った記憶があります。 

◎ 次に訓練では、右

の写真のように机の下

に体を隠し、揺れがおさまった想定で運動場に避難しました。

素早く移動できましたが、たかが訓練と思うことなかれ！です。 

◎ まさかの時

にしっかりと行

動できるよう真

剣に取り組ん

で欲しいです。 

守口市人権啓発カレンダより … 『 その言葉 考えて言っていますか？  』 

 



藤田小学校だより  ≪ 第 １１ 号 ≫         ② 

 １月１３日より 『なわとび集会』 実施中  
◎ ３学期が始まり、今年も毎週水曜日の朝『なわとび集会』を実施しています。例年以上

にお互い距離をとるため、運動場いっぱいに広がって３分間連続して跳び続けることに挑

戦します。跳べた児童は、右の写真のように西階段の掲示板にて発表されます。１月１３日

の１回目は、２１人が成功。２０日の２回目は９名増えて３０名。２週連続して名前が紹介された児童は１３名。１分で息があがってし

まった私としては尊敬に値する児童たち。２７日の３回目は雨で順延となり、残すは

２月３日、１０日の２回。３分跳べる児童が何人まで増えるか。４回連続成功者は！ 

◎ 『なわとび集会』は、運動委員の児童が活躍しています。１月２０日には、３分間

の挑戦前に全校児童の前で、様々な技を模範演技として披露しました。二重跳び

だけでなく交差跳びをミックスした『はやぶさ』を朝礼台上で跳びました。(右写真中央)

◎ 上手な児童の跳び方は、軽やかで、かっこ良く、見ていて気持ちのいいものです。

そんな子たちを私は、“なわとび名人”と

呼んでいます。そんな“名人”の姿にあこ

がれてか、朝休みや長休時、昼休みに 二

重跳び や はやぶさ を練習する児童 (左写真)、特に、低学年の姿が目立ってきました。 

 １月８日 寒波襲来 中庭の池が凍る！ 
◎ この日の朝までに気温が氷点下となり、中庭の池ががっちり

凍りつきました。

◎ 寒風の中、児

童が元気に登校

してくると、どんど

ん中庭に集まり、

手や足、石などを

使って氷を割ろうとします。しかし、なかなか割れませんでした。 

◎ 誰かが足を踏み込むと、厚さ１㎝弱の氷が割れ、次々と手を

赤くしながら児童が氷で遊び始

めました。１０時半頃に中庭に行

ってみると再び薄く凍りついたよ

うで全面に氷ができていました。 

◎ 結局、長休時や昼休み・放課

後も、氷はたっぷり残っていて、特に低学年の児童は大はしゃぎ。

◎ 昼休みでも温度計は２℃に届かず、本当に寒い一日でした。 

 大阪産 泉だこ 登場！学校給食週間   
◎ １月２４～３０日は「全国学校給食週間」。学校給食への理解

や関心を深めることを目的に実施されています。この週の守口

市の給食は、大阪をテーマとして、郷土料理や大阪の食材を使

った献立が登場しました。 

◎ ２７日の『たこのから

あげ』(右)は私の大好物。

大阪湾泉州沖でとれた

『泉だこ』が使われまし

た。３時間目の終わり頃から、濃厚な香りが漂ってきて期待が

高まりました。やわらかな食感と聞いていましたが、思った以上

に歯ごたえがあり、たこの風味が口に広がりました。教室を見

て回ると児童によって少し、好き嫌いがあったように感じました。 

◎ ２６日の『かす汁』(左)は、北摂の

酒蔵から冬になると出回る酒粕を使

った郷土料理。豚肉・大根・人参・うす

あげなどが入り、美味しかったです。 

 校長より  ご紹介します。ＧＩＧＡスクールサポーターの 山本 順子 さんです。よろしくお願いします。 

◎ １１月に６年生が使用するタブレットパソコンが届いて以降、１２月に４・５年生分、そして１月２８日には、 

２・３年生分が学校に届きました。使用できるように設定するのに時間が必要です。もう少し、お待ちを…。 

◎ このたび、ICT環境整備や教員に対する機器の使用方法の周知や研修・授業支援等、技術的側面 

から支援していただける「GIGAスクールサポーター」山本さんに来ていただくことになりました。(右写真) 

守口市人権啓発カレンダより … 『 見て見ぬふりも いじめです。 』 

 



藤田小学校だより  ≪ 第 12 号 ≫        ① 

 ≪ 第 １２ 号 ≫ 

令 和 ３年 ３月 １日 

守口市立藤田小学校 

校 長  佐 藤  裕 宣 

 ３月。６年生 “ ひらパー” へ 卒業遠足  
◎ ３月。いよいよ６年生、第５０期生の卒業が近づいてきました。２月２２日は、卒業遠足。 

昨年は『キッザニア甲子園』の予定が急な全国一斉休校。今年は緊急事態宣言下、屋外 

での活動に変更し『ひらかたパーク』へ。電車での移動を避け、観光バスで行きました。 

◎ この日は、快晴で最高気温２０℃と汗ばむ陽気に恵まれ、児童は、班ごとに自由行動。 

１０時から１５時前までフリーパスで『ぐるぐる王』(右上)や激流下り『パチャンガ』(右中)、木製コ

ースター『エルフ』(右下)など、アトラクションを満喫。平日の“ひらパー”なかなかいい感じでした。 

◎ 昼食は、野外ステージ(左)に１１時半に集合し、食べ終わると班ごとに

再びアトラクションへ。“絶叫系”が苦手な児童は、アトラクションを選んで

楽しんでいました。私も児童が誘ってくれて一緒に『パチャンガ』に揺られ

たっぷり水を浴びて楽しみました。何より無事実施できてよかったです。

◎ 残り１５日の小学校生活。間もなく卒業式の練習が始まりますが、思う

存分、悔いが残らぬよう、大切な仲間や先生たちとの貴重な時を有意義

に過ごしてください。そして１９日の卒業式には、自分らしく 堂々と振る舞っ

て欲しいものです。記念すべき第５０期生の晴れ姿、楽しみにしています。 

 創立５０周年記念下じきをプレゼント     
◎ ２月１０日、昨年１０月

に撮影した航空写真を載

せた創立５０周年記念品

の下じきが完成。児童の

皆さんにお配りしました。 

◎ １年生の教室では、人文字で作った校章の中の自分の姿を

見つけようとしたり、我が家を探したり…。すぐさま自分の名前を

書いたよと話してくれた２年生児童も、とっても喜んでいました。 

 美化委員会 『おそうじ川柳(せんりゅう)』  
◎ 美化委員会の活動で、１～３年生が『おそうじキャラクター』

４～６年生が『おそうじ川柳（せんりゅう）』にチャレンジしました。

◎ 応募多数の『おそうじ川柳』の中から、美化委員がわかりや

すい作品を選んで作成したポスター

を２月１７日の集会で紹介しました。

◎ “おそうじは みんなでやれば ピカ

ピカだ”。欄外にも作品を載せます。 

◎ 『キャラクター』の発表は３月に！ 

 “ 意欲満  々” 放課後 算数 教室  
◎ ２月９日、４年生の放課後算数教室を見に行きました。４階

にある算数少人数

教室には、６時間の

授業を終えた４年

生が続々と、渋々の

子もいるのでしょう

が、明日のテストを

前に“意欲満々”でやって来て、プリント学習に取り組みました。 

◎ 教室では“先生、教えて！”の声もあがり、算数少人数担当

の北川先生、４

年生担任の坂

上先生・戸髙先

生に加えて、音

楽の河田先生、

支援学級担任の満永先生、５年生の井関先生、学習支援サポー

ターの中矢さんも加わり、ほぼ個別指導状態。算数、特に計算

は、繰り返し練習することで速く正確になります。計算式を丁寧

に書くことも大事です。今の調子で、さらに頑張って欲しいです。 

藤田小学校 おそうじ川柳より … 『  がっこうが  きれいになるよ  おそうじで  』 ４年 栂井 侑季乃 さん の作品 



藤田小学校だより  ≪ 第 １2 号 ≫         ② 

 『なわとび集会』 ４名が連続４回 “完跳”  
◎ ２月３日、３回目を実施。運動委員による模範演技は、『なかよし跳び』。右の写真のように、お互い

隣り合う手で相手のなわを持って、二重跳びを披露しました。３人組の場合、真ん中の子は、両隣の子

のなわを持って跳びます。この日、前回より少し減った２６名が３分間跳び続け、３回連続成功者は７名。 

◎ ２月１０日、４回目で最終回。今回も、運動委員が技を披露。２人１組で１本のなわをそれぞれ片手

で持って、交互に跳ぶ『超なかよし跳び』(下写真)や、『後ろはやぶさ跳び』など運動委員が大活躍。 

◎ この日の３分間跳びの成功者は、４６名でした。先週から一気に２０人も増え、低学年が回を重ね

るごとに上手くなり、初めて３分間

跳べた児童が目立ちました。そし

て、高学年が意地を見せたといっ

た感じ。クラス別では５年１組が大健闘！４回連続して成功した

“完跳”パーフェクト賞は、左に示した４名でした。あっぱれ！！ 

 図書室前にて 『価値語』 運動 実施中   
◎ 『価値語

か ち ご

』運動とは、児童一人ひとりの頑 

張りを認め、その姿を教員が写真に収め、価 

値ある言葉を付けて掲示することで、児童の 

自尊感情を高めようとする取組みです。写真 

を撮る際、教員が児童の良い所を見つけ、成 

長を促す指導に繋げようと、こども支援コーデ 

ィネーターの秦先生が中心となって図書室前 

に掲示し、✨ 藤田小キラキラ ✨ と題しました。 

◎ ２月は、『そうじ』をテーマとして、教員が撮影した“おそうじ

風景” そうじを頑張っている子ども達の美しい姿を掲示中です。 

◎ 児童は、写真の中に自分や仲間を見つけ、談笑しています。 

 運動場の 『いしやま』 のお手入れ  
◎ コンクリートの劣化から山頂近くに穴があいた石山。２月１２

～１６日にリニューアル工事。

◎ ４３年前、第７期生の卒業

アルバム に 真新しい 石山で

撮った学級写真が載っていま

す。歴史ある石山を大切に…。 

 ２月１７日 新入生 入学説明会 開催  
◎ 例年の図書室から、密を避けるため体育館にて行いまし

た。換気のため窓を開放、寒かったと思われます。ご容赦を…。

◎ 入学までの準備の参考にと、現１年生担任の松村・芦田、

両教諭から学校の

様子をお伝えしま

した。また、山尾ＰＴ

Ａ会長、杉本副会

長から、活動の説

明と積極的な参加

をよびかけました。 

 ＰＴＡ総会 次年度の役員決定！  
◎ ２月１９日に予定していた ＰＴＡ総会は、緊急事態宣言下、

書面開催とし、次年度のＰＴＡ役員等の承認をいただきました。 

◎ ＰＴＡ会長は、今年度に引き続いて 山尾 裕之 様 にお引き受

けいただきました。新役員の皆様、どうぞよろしくお願いします。 

◎ ＰＴＡは任意団体ではありますが、保護者と教職員が密に

連携し、活発に活動していきたいと思っています。保護者の皆

様には、引き続き、ご理解・ご協力・ご参加をお願いいたします。 

 校長より  今年度 《最終号》 となりました。コロナ禍、大変お世話になりました。 

◎ ３月を迎え、今年度最終号となりました。コロナ禍、例年通りに行えない行事や授業も 

ある中、保護者の皆様には、本校学校教育へのご理解・ご協力、ありがとうございました。 

◎ ４～５月の児童が登校できない頃は、寂しく不安な気持ちにもなりましたが、本格再開 

した６月以降、マスクが欠かせない学校生活でしたが児童は大変よく頑張っていました。 

◎ ２月２４日の集会で、『なわとび集会』４回連続３分間跳びに成功した児童４名を表彰しました。 (運動委員の代表児童とともに記念撮影) 

守口市人権啓発カレンダより … 『 せかいじゅうの  みんな ともだち 』 

☆ ３分間跳び パーフェクト賞 ☆ 

6年 仲井眞 健彰 さん 

5年 高畑 直生丸 さん 

4年 栗 山 玲 央 さん 

2年 田 中 美 織 さん 
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 ≪ 第５０期生 特集号 ≫ 

令 和 ３年 ３月 ９日 

守口市立藤田小学校 

校 長  佐 藤  裕 宣 

 ６年生 卒業式の練習開始  第５０期生の２年間をふりかえる 
◎ ３月８日から体育館での卒業式練習が始まりました。いよいよ小学校生

活のカウントダウンです。卒業式の会場は、コロナ禍、写真のように座席や

いわゆるひな壇も例年よりゆったり目に間隔をあけて準備し、換気のため

窓を開けます。また、最高学年のバトンを受け継ぐ５年生の参列は限られた

時間になる予定。全体の時間を可能な限り短縮することから、私の「励まし

の言葉」もコンパクトにし、その代わりに過去２年分の『藤田小学校だより』

を見返し、当時の記事に今の思いを添え、本紙面で伝えることにしました。 

◎ 昨年度は、急な臨時休校で式当日、久しぶりに登校した後、少し動きの確認

をしてすぐ本番でした。今年度は、２週間の練習期間を確保し、初日の練習姿勢

もいい感じで素晴らしい式になりそうな雰囲気でした。一人ひとり、どんな『決意

表明』をしてくれるのか。どんな表情で卒業証書を受け取ってくれるのか。残り

の卒業式練習も初日同様、しっかりと取り組み、大声は出せませんが、自分らし

く堂々と振る舞い、“有終の美”を飾って欲しいと思います。楽しみにしています。 

 広島を満喫した修学旅行 第８号より   
◎ １０月２７～２８日、

秋晴れの広島を満喫

…。広島駅に到着後、

バスに乗り込み原爆ド

ームへ。そして、原爆の

子の像で平和セレモニー。…『折り鶴集会』で披露した、全校

児童で折った鶴を広島の地に捧げ、力強い声で堂々と平和宣

言を行いました。大変たのもしく感じました。…広島に滞在する

時間とともに、６年生の平和学習が深まっていくのを感じました。 

  体育参観 ＆ 校庭キャンプ 第９号より  
◎ １１月１３日、４時間目は５・６年生。１００ｍ走は迫力満点。最

後まで競い合って全力

で走る姿は本当に魅力

的でした。もっと６年生

が全力で走る姿を見た

かったという感じです。 

◎  １１月２１日、青少年育

成指導員会主催の『校庭キ

ャンプ』が開催され…今年

度は夜９時までの行事に。

キャンプファイア、花火…最

後に恒例の校舎内肝試し。地域の方々には、コロナ禍、開催し

ていただき感謝。…児童のとっても楽しそうな表情が印象的…。 

 

☆ コロナ禍、保護者の方々にはご心配をおかけしましたが、無事

行くことができてよかったです。上の文にもあるように、平和セレモニー

や原爆ドーム・資料館の見学をはじめ、平和学習に取り組む熱心な

姿には感心しました。そして、呉市蒲刈島では自然を満喫。藻塩体験

やカッター体験をはじめ、広々とした海辺や芝生広場で思いっきり

活動する姿を見て嬉しくなりました。Gｏ Tｏ クーポン券での買い物は

レアな体験。昼食の鯛めしは格別でしたね。卒業文集にも、貴重な

思い出が数々綴られていました。私にとっても思い出深い２日間です。 

☆ 最終ランナーのこの場面。今も強烈に私の記憶に残っています。

中学校では勉強と部活動の両立を！ぜひともがんばってください。 

☆ 地域の方々が、子ども達のためにと工夫して開催してください

ました。楽しかったですね。よき思い出になったと思います。感謝。 
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 ５年生の思い出 ： 第４９回春季運動会(第４号)＆ 林間学舎(第６号)   
◎『 ５月とは思えない暑さのため“ 熱中症対策プログラム”に変更して実施 』季節はずれの真夏日。応援合戦の形も大きく変

わり…。午後に行われた５年生の団体競技「うばい棒 」は迫力満点でした。引きずられながらも棒を守ろうとする姿。最終戦は一

本の棒に５年生のほぼ全員が集まり、懸命に引き合いました。 

◎『 天気に恵まれ  最高の二日間！』６月１３～１４日で林間学

舎を実施。自然豊かな滋賀県・マキノ高原での体験は、貴重な

思い出になったことでしょう。５年生５７人全員が参加し全員で

全ての行程をやりきりました。充実した表情がいっぱい。プロジ

ェクトメンバー、そして５年生一人ひとりに拍手！を送りたいと…。 

 ５年生が魅せた音楽集会 2019.11.12   
◎ ひんやりするようになって特に成長を感じる５年生。音楽集

会でも魅せてくれました。ドラムやアコーディオンなど様々な楽

器を演奏して合奏。そして、男女の声が混ざり合い力強い合唱。 

最初に出てきた３人の男子のきれいな歌声にも心打たれまし

た。会場から大きな拍手。素晴らしい演奏を披露してくれました。 

 秋の校外学習 ５年：ピースおおさか   

◎ 5年生（10月 8日）：大阪メトロに乗って『ピースおお

さか(大阪国際平和セ

ンター)』に行ってき

ました。６年生で行う

平和学習に向けて、平

和･戦争についての知

識を養うことが目的の一つ。班に分かれて行動しましたが、

どの班も熱心に見学する姿に５年生の成長を感じました。 

  ５年生のスタート！ ～ 右の写真は 平成３１年４月８日 クラス発表の様子です。～   

◎ ５年生初日。始業式で担任発表の後、着任間もない小林先生と中谷先生が、クラス 

発表をしている場面。１組・２組 交互に児童の名前を発表、その都度 様々な歓声が響き 

新担任とご対面です。児童・担任とも、とっても初々しい雰囲気が印象的なシーンでした。 

 

☆ 左の写真が、その時の様子です。もみくちゃになり、引きずられ

ゼッケンが外れた子もいたように記憶しています。この年の運動会

は、翌年の創立５０周年行事を見越して、秋開催から春に移し、さ

らに６年生と合同で団体演技を行いました。加えて前日から開催が

危ぶまれる程の暑さで、急きょ児童席に梶小から借りたテントを設置。

午前で運動会を打ち切る決断もよぎる中、５年生が魅せてくれました。 

☆ 運動会の時と違い、快適な陽気。右はウォークラリー後の様子です。

夕食の近江牛のすき焼きは最高でした。コロナ禍、鍋をつつき合う食事

は当面できそうにありません。最終日のカレーも美味しかったですね。 

☆ こんな取組みがあったからこその、５０周年式典の出来栄えだっ

たように感じます。式典を盛り上げてくれて、本当に感謝しています。 

☆ この記事を読み直すと、５年生での平和学習が修学旅行の充

実した取組みにつながったのだと改めて感じます。左の音楽集会の

記事同様、５年生時、秋が深まる時期に、個人だけでなく集団とし

ての成長がきわだったのでしょう。今、卒業を目前に控えた６年生の

存在感は増すばかり。中学校でのさらなる活躍を期待しています 😊 


